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松岡：社長の松岡でございます。本日はご多忙のところ、当社のオンライン決算説明会にご参加いただきまして、誠にあ

りがとうございます。

早速ですが、昨日発表いたしました第 2四半期の決算概要について、ご説明申し上げます。

当中間期の営業収入は 1,636億円、営業利益は 409億円、経常利益は 397億円、親会社株主に帰属する中

間純利益は 264億円となり、前期比で大幅な増収増益となりました。

中間期としては営業収入、営業利益、経常利益、純利益の各段階で、歴代最高を記録することができました。
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当社の「中期経営計画2025」については、前期に営業利益の最高益 528 億円の更新を実現することができ、ROE

目標 8%以上も 2年連続で達成することができました。

中期経営計画の最終年度となる今期も、ここまで順調に成績を伸ばしており、より高い目標を達成できるよう努めてま

いります。
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次に、セグメント別業績をご説明します。

映画事業は、営業収入1,138億円、前期比20%増。営業利益336億円、前期比 47.5%増。演劇事業は、

営業収入99億円、前期比2.8%増。営業利益12億円、前期比1.9%減。不動産事業は、営業収入 391億

円、前期比13.7%増。営業利益 88億円、前期比 4.4%減となりました。

映画事業は大幅増収・増益、演劇事業と不動産事業は増収ながら、若干の減益となっています。
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当四半期の 3 カ月間の数値は、ご覧のとおりです。
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四半期ごとの営業収入と営業利益の推移です。

第 2四半期においても、高いレベルが続いております。
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営業収入と営業利益の、前期との増減状況を示したグラフになります。

ご覧のとおり、特に映画事業の増収・増益が大きかったことがご理解いただけると思います。



7

この表は、映画事業における主要な作品の収入・利益が、映画事業のどのセグメントに計上され、業績に貢献したかを

示しております。
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次に、セグメント別の分析となります。

まず、映画事業における映画営業事業においては、前四半期からの続映作品で興行収入150億円を超えて新記録

となった、「名探偵コナン 100 万ドルの五稜星」のほか、夏興行の「キングダム 大将軍の帰還」「僕のヒーローアカデミア

THE MOVIE ユアネクスト」に加え、8 月 23 日に公開した「ラストマイル」の大ヒットも貢献し、大幅な増収・増益となり

ました。また、「ゴジラ-1.0」の配信権収入について、国内向けに加えて新たに海外向けも計上し、第 2四半期の業績

を押し上げました。

映画興行事業においては、当社配給作品の高稼働に加えて、「インサイド・ヘッド 2」などのヒットがあり健闘しましたが、

「君たちはどう生きるか」などの豊富なヒット作があった前期には及ばず、減収・減益となりました。

映像事業においては、「僕のヒーローアカデミア」「ハイキュー!!」「呪術廻戦」「怪獣 8号」などの TOHO animation 作

品が劇場公開、動画配信、商品化権、パッケージ・グッズ販売などで多面的に稼働し、大幅な増収・増益となり、全体

の業績をけん引いたしました。
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これは、当四半期の当社グループ配給作品のうち、興行収入 10億円以上を記録した作品のリストとなります。

邦画では 6作品、続映作品が 2作品、東宝東和配給の洋画作品が 1作品となっています。
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当期の映画営業、映画興行における月別の興行収入の推移は、ご覧のとおりです。



11

次の表は、TOHO animation 作品のソース別の営業収入の前期対比となります。

ご覧のとおり、いずれの利用形態においても大幅な増収となりました。

作品で言えば、劇場版が大ヒットし、グッズ販売も大変好調だった「ハイキュー!!」をはじめとして、テレビシリーズの第 7期

の放映や、第 4作の劇場版の公開があった「僕のヒーローアカデミア」、その他、「呪術廻戦」や「怪獣 8号」などのタイト

ルが好調に稼働しました。

国内と海外別に見ますと、今期は劇場公開があったため国内の伸びが大きく見えますが、海外からの収入も着実に増え

ております。

10月からは、TOHO animation スタジオ制作の「ぷにるはかわいいスライム」や、「アオのハコ」、今回M&A でグループ

インしたサイエンス SARU制作の「ダンダダン」などの、新たなテレビシリーズが始まりました。

また、TOHO Games が手がけるスマホゲーム、「呪術廻戦 ファントムパレード（ファンパレ）」の海外展開を年内に開

始する予定であり、下期においても、アニメ事業全体でさらなる伸長を目指してまいります。
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続きまして、演劇事業についてご説明いたします。

2025 年 2月に休館予定の帝国劇場では、現在クロージングラインナップを展開しており、これまで上演した「ムーラン・

ルージュ！ザ・ミュージカル」「モーツァルト！」は、おかげさまで全席完売となりました。シアタークリエの「ナビレラ -それでも

蝶は舞う-」などの上演も、好調に推移しました。

また、特筆すべきは、舞台「千と千尋の神隠し」の 4 カ月にわたるロンドン・コロシアム劇場での公演です。これは当社にと

っても大きなチャレンジでありましたが、延べ 30万人を動員して大盛況のうちに終了し、日本演劇界初めての快挙とい

うべき成果を残すことができました。
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次に、不動産事業です。

不動産事業は、保有する全国の賃貸物件が順調に稼働したほか、道路事業も堅調で、東宝グループの業績をしっかり

と支えてくれています。

不動産賃貸事業においては、前期より子会社となった東京楽天地の業績が貢献したことに加え、昨年 2月竣工の「東

宝日比谷プロムナードビル」が増収に寄与したものの、大規模修繕などに伴う費用の増加があったため、減益となりまし

た。

また、道路事業や保守・管理事業も堅調に推移しておりますが、不動産事業全体としては、建設費や水道光熱費の

高騰といった厳しい状況が続いており、引き続き情勢を注視しながら、柔軟かつ機動的な対応で賃料収入の維持、拡

大を図ってまいります。
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ここまでが、業績の概要とポイントでございます。まとめますと、第 1四半期に続いて当社配給作品のヒットが続いた映画

営業事業と、TOHO animation の各作品が伸長した映像事業の好業績が全体を大きくけん引し、過去最高であっ

た前期をさらに大きく超える好決算になったと認識しています。最後に、上期業績が当初予想を上回って推移したため、

通期の業績予想を見直し、上方修正をいたします。

通期で、営業収入が 2,970 億円、期初予想は 2,800 億円。営業利益は 620億円、期初予想は 550 億円。経

常利益は 600 億円、期初予想は 570億円。当期純利益は 400億円、期初予想は 390 億円。

営業収入と営業利益で、過去最高を見込んでおります。

以上、決算につきましてご説明いたしました。


